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図２ 居室の共有アイデアと具体例

図１ 提案の概要

世帯A：夫婦1組と子供1人、
世帯B：祖母1人と夫婦1組、子供1人

世帯Aに子供が
新たに一人誕生

世帯Bの子供が
成長し、家を出る

世帯A 世帯B
共有室

世帯A 世帯B 世帯A 世帯B世帯A 世帯B

２世帯の住居間にどちらの世帯の居室にも
なりえる共有室を配置する

〇世帯構成の変化に対応

〇効率的な居室の使用

〇長く住み続けられる
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example

共用室を使用しない
ときは、外部へ開放！

図3 この提案が社会にもたらす変化

子育て世帯を中心とした、
現代で孤立しやすい人々

HUGKUMIに
集まって住む

〇精神的負担の軽減
〇いざという時助け合える
コミュニティの形成

人口減少、少子高齢化が進む
田舎の地域

HUGKUMIのような
住居群を建設

〇子育て世帯の増加
〇地域ネットワークの形成
〇地域の魅力発信・活性化

子育てしたい！
〇自然に囲まれた生活

〇小さな学校でのびのび

〇安心

移動が
不便

習い事の
選択肢が少ない

田舎の地域

メリット

メリット

集合住宅の欠点を解消した、
子育て世帯に寄り添った住宅群を
田舎の地域に設置する計画

HUGKUMI

子育て

田舎集合住宅

HUGKUMIの構想

女性の声・地域の声を
取り入れる

〇子育ての役割分担の見つめ直し
〇女性の社会参加を後押し
〇地域でのまちづくり

例）子育て講習会
学習スペース
遊戯場
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